
(57)【要約】

本発明は、内視鏡手技に用いられる細長い部材、例えば

ワイヤガイドに関する。本発明の一特徴では、細長い部

材は、第１の標識システムを有し、この標識システムは

、細長い部材の遠位部分に一定間隔（１ｃｍ）で設けら

れていて、体内通路内での構造の測定を可能にする数字

による標識、順次増大するマーカ等を含む目盛り基準マ

ーキングを有している。一例では、遠位部分に放射線不

透過性マーカが設けられた交換用ワイヤガイドを、Ｘ線

透視下で第１の位置、例えば構造の遠位部分のところに

位置決めし、内視鏡の視認領域に見えるワイヤガイド上

の目盛り基準マーキングを読み取る。ワイヤガイドを部

分的に引き抜いてマーカが第２の位置（例えば、狭窄部

の近位箇所）に対応し、新しい目盛り基準マーキングを

読み取るようにする。差を計算して構造の長さを求める

。本発明の第２の特徴では、内視鏡医が器具を定位置に

維持するのを助けるために第２の標識システムが設けら

れる。これら標識（かかる標識としては、斜めのマーキ

ング、螺旋縞又は他の幾つかの密に間隔を置いたマーキ

ング又はパターンが挙げられる）は、器具の長手方向運
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 視 鏡 を 用 い る 医 療 手 技 中 に 体 内 通 路 内 に 位 置 決 め さ れ る 医 用 器 具 で あ っ て 、 遠 位 先 端 部
、 遠 位 部 分 及 び 標 識 パ タ ー ン を 備 え た 細 長 い 部 材 を 有 し 、 標 識 パ タ ー ン は 、 少 な く と も 一
部 が 遠 位 部 分 上 に 設 け ら れ て い て 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム 及 び 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム を 含 み 、
第 １ の 標 識 シ ス テ ム は 、 少 な く と も 一 部 が 遠 位 部 分 上 に 設 け ら れ 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム は
、 一 連 の 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ を 有 し 、 細 長 い 部 材 は 、 医 療 手 技 中 、 遠 位 部 分 が 少 な く と
も 部 分 的 に 内 視 鏡 か ら 遠 位 側 へ 伸 長 さ れ て い る と き 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム の 少 な く と も 一
部 が 内 視 鏡 を 通 し て 見 え る よ う に 内 視 鏡 内 へ 位 置 決 め 可 能 に 構 成 さ れ て お り 、 第 ２ の 標 識
シ ス テ ム は 、 細 長 い 部 材 の 運 動 状 態 が 容 易 に 分 か る よ う に す る よ う 構 成 さ れ た 密 に 間 隔 を
置 い た マ ー キ ン グ の パ タ ー ン を 有 し 、 前 記 マ ー キ ン グ は 、 そ の 少 な く と も 一 部 が 医 療 手 技
中 、 細 長 い 部 材 の シ ー ス が 施 さ れ て い な い 部 分 に 隣 接 し て 位 置 決 め さ れ た 視 認 可 能 な 領 域
内 に 位 置 す る よ う 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
医 用 器 具 は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
ワ イ ヤ ガ イ ド は 、 こ れ に 沿 っ て 設 け ら れ た 固 定 基 準 箇 所 を 有 し 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム は 、
各 々 が 固 定 基 準 箇 所 ま で の 特 定 の 距 離 に 一 意 的 に 対 応 す る 一 連 の 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ を
有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド の 近 位 部 分 に 沿 っ て 選 択 さ れ た 間 隔 で 分 布 し て 配
置 さ れ た 順 次 増 大 す る 一 連 の マ ー ク か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 順 次 増 大 す る 一 連 の マ ー キ ン グ を 有 し 、 一 連 の マ ー キ ン グ の 各
々 は 、 固 定 基 準 箇 所 ま で の 特 定 の 距 離 に 対 応 し て お り 、 マ ー キ ン グ は 各 々 、 一 連 の マ ー キ
ン グ 中 の 任 意 の 隣 り 合 う マ ー キ ン グ に 対 し て ５ ｃ ｍ 刻 み に 位 置 し て い る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 固 定 基 準 箇 所 ま で の 特 定 の 距 離 を 識 別 す る 数 値 を 含 む こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ３ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
第 １ の 標 識 シ ス テ ム は 、 選 択 さ れ た 隣 り 合 う 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ 相 互 間 に 位 置 し た 複 数
の 中 間 マ ー キ ン グ を 更 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
遠 位 部 分 は 、 少 な く と も １ つ の 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 １ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
少 な く と も １ つ の 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ は 、 遠 位 先 端 部 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ８ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
第 ２ の 標 識 シ ス テ ム は 、 複 数 の 斜 め の マ ー キ ン グ を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
第 ２ の 標 識 シ ス テ ム は 、 細 長 い 部 材 に 沿 っ て 少 な く と も 部 分 的 に 延 び る 少 な く と も １ つ の
螺 旋 縞 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
第 ２ の 標 識 シ ス テ ム は 、 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 延 び る 少 な く と も １ つ の 螺
旋 縞 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
細 長 い 部 材 は 、 外 側 層 を 更 に 有 し 、 外 側 層 は 、 こ の 中 に 交 互 に 組 み 込 ま れ た 第 １ の 螺 旋 縞

10

20

30

40

50

(2) JP 2004-515298 A 2004.5.27



と 第 ２ の 螺 旋 縞 を 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
内 視 鏡 を 用 い る 医 療 手 技 中 、 体 内 通 路 内 に 位 置 決 め さ れ る 医 用 器 具 で あ っ て 、 遠 位 先 端 部
、 少 な く と も １ つ の 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ を 備 え た 遠 位 部 分 及 び 近 位 部 分 を 備 え た ワ イ ヤ
ガ イ ド を 有 し 、 近 位 部 分 は 、 複 数 の 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ を 有 す る 少 な く と も 第 １ の 標 識
シ ス テ ム を 有 し 、 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド が 内 視 鏡 内 に 少 な く と も 部 分 的
に 配 置 さ れ て い る 間 、 少 な く と も 部 分 的 に 視 認 で き る こ と を 特 徴 と す る 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
標 識 は 、 細 長 い 部 材 の 任 意 の 角 度 位 置 で 視 認 領 域 内 に お い て 確 実 に 少 な く と も 部 分 的 に 視
認 で き る ほ ど 十 分 に 遠 位 部 分 を 包 囲 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 医 用 器 具
。
【 請 求 項 １ ６ 】
固 定 基 準 箇 所 を 更 に 有 し 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム は 、 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ と 目 盛 り 基 準 マ
ー キ ン グ の う ち の 選 択 さ れ た も の 相 互 間 に 位 置 し た 中 間 マ ー キ ン グ の 両 方 を 有 し て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ４ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 順 次 増 大 す る 一 連 の マ ー カ か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
４ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
順 次 増 大 す る 一 連 の マ ー カ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド を 部 分 的 に 包 囲 す る 異 な る 番 号 が 付 け ら れ た
バ ン ド か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 固 定 基 準 箇 所 に 対 し ５ ｃ ｍ 刻 み で 配 置 さ れ 、 中 間 マ ー キ ン グ は
、 固 定 基 準 箇 所 に 対 し て １ ｃ ｍ 刻 み で 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ 記 載 の
医 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
医 用 器 具 で あ っ て 、 遠 位 部 分 を 備 え た ワ イ ヤ ガ イ ド と 、 遠 位 部 分 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ
て 分 布 し て 設 け ら れ た 複 数 の 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ と を 有 し 、 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ の 少
な く と も 一 部 は 、 数 字 に よ る 標 識 か ら 成 る こ と を 特 徴 と す る 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
ワ イ ヤ ガ イ ド は 、 ポ リ マ ー 外 側 被 膜 を 備 え た 中 実 コ ア ワ イ ヤ を 有 し 、 数 字 標 識 は 、 外 側 被
膜 に 印 付 け ら れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
数 字 標 識 の 隣 り 合 う も の の 少 な く と も 一 部 は 、 互 い に 対 し １ ｃ ｍ 間 隔 で 配 置 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 数 字 標 識 の う ち 選 択 さ れ た も の 相 互 間 に 一 連 の 順 次 増 大 す る 番
号 付 き の バ ン ド を 更 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ 記 載 の 医 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
遠 位 部 分 は 、 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ を 更 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ 記 載 の
医 用 器 具 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
内 視 鏡 を 用 い る 医 療 手 技 中 、 体 内 通 路 内 に 位 置 決 め さ れ る 医 用 器 具 で あ っ て 、 中 実 内 側 コ
ア 及 び 外 側 被 膜 を 備 え た ワ イ ヤ ガ イ ド を 有 し 、 ワ イ ヤ ガ イ ド は 、 遠 位 先 端 部 、 少 な く と も
１ つ の 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ を 含 む 遠 位 部 分 、 近 位 部 分 及 び 標 識 パ タ ー ン を 有 し 、 標 識 パ
タ ー ン は 、 少 な く と も 一 部 が 近 位 部 分 上 に 設 け ら れ て い て 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム を 有 し 、
第 １ の 標 識 シ ス テ ム は 、 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ 及 び 固 定 基 準 箇 所 を 有 し 、 目 盛 り 基 準 マ ー
キ ン グ は 、 固 定 基 準 箇 所 か ら ５ ｃ ｍ 間 隔 で 配 置 さ れ た 一 連 の 順 次 増 大 す る マ ー カ か ら 成 り
、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム は 、 順 次 増 大 す る 一 連 の マ ー カ の う ち の 選 択 さ れ た も の 相 互 間 に １
ｃ ｍ 刻 み で 配 置 さ れ た 数 字 標 識 を 更 に 有 し 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム の 少 な く と も 一 部 は 、 ワ
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イ ヤ ガ イ ド の 遠 位 部 分 が 内 視 鏡 の 遠 位 部 分 を 少 な く と も 部 分 的 に 越 え て 延 び る と 、 細 長 い
部 材 の 遠 位 部 分 の 近 位 側 が 医 療 手 技 中 、 内 視 鏡 内 に 位 置 し て い る と き に 医 用 器 具 の オ ペ レ
ー タ に と っ て 視 認 で き 、 標 識 パ タ ー ン は 、 医 用 器 具 の オ ペ レ ー タ に よ り 医 用 器 具 の 移 動 を
連 続 的 に モ ニ タ ー で き る マ ー キ ン グ の パ タ ー ン か ら 成 る 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム を 更 に 有 し 、
マ ー キ ン グ の パ タ ー ン は 、 細 長 い 部 材 の 少 な く と も 一 部 に 沿 っ て 延 び 、 マ ー キ ン グ の パ タ
ー ン は 、 細 長 い 部 材 を 少 な く と も 部 分 的 に 包 囲 す る 少 な く と も 一 連 の 別 々 の 直 交 線 を 有 し
、 マ ー キ ン グ の パ タ ー ン は 、 少 な く と も １ つ の 螺 旋 縞 を 更 に 有 し て い る こ と を 特 徴 と す る
医 用 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
〔 技 術 分 野 〕
本 発 明 は 、 低 侵 襲 医 用 器 具 に 関 し 、 特 に 、 ワ イ ヤ ガ イ ド 及 び 関 連 器 具 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
〔 発 明 の 背 景 〕
一 連 の マ ー キ ン グ を 手 術 器 具 、 例 え ば ワ イ ヤ ガ イ ド 、 カ テ ー テ ル 、 針 等 に 設 け る と 、 外 科
医 が 医 療 手 技 中 に 患 者 の 体 内 に 器 具 を 正 し く 配 置 し や す く な る こ と は 知 ら れ て い る 。 こ れ
ら マ ー キ ン グ と し て は 、 体 内 の 器 具 の 位 置 又 は 運 動 状 態 を 指 示 す る バ ン ド （ 帯 状 体 ） 、 ド
ッ ト （ 点 ） 、 文 字 、 番 号 、 色 又 は 他 形 式 の 標 識 が 挙 げ ら れ る 。 視 覚 的 に 識 別 可 能 な マ ー ク
は 、 一 定 の 予 め 決 め ら れ た 間 隔 で 設 け ら れ る こ と が 多 く 、 例 え ば 、 １ つ の ド ッ ト 又 は バ ン
ド は ５ ｃ ｍ を マ ー ク す る よ う 配 置 さ れ 、 ド ッ ト 又 は バ ン ド ２ つ 分 は 、 １ ０ ｃ ｍ を マ ー ク す
る よ う 配 置 さ れ る こ と 等 で あ る 。 か か る 標 識 シ ス テ ム は 、 器 具 に 組 み 込 ま れ 又 は 器 具 上 に
印 刷 さ れ た 或 る 放 射 線 不 透 過 性 金 属 又 は 化 合 物 を 用 い る こ と に よ り Ｘ 線 透 視 下 で 見 え る よ
う に 作 ら れ た も の で あ る の が よ い 。 直 接 的 な 視 覚 化 が 可 能 で あ る 場 合 、 構 造 の 長 さ 又 は 移
動 距 離 を 測 定 す る 尺 度 又 は 目 盛 り と し て 器 具 上 に 印 付 け さ れ た 数 値 を 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
距 離 を 定 量 化 し 又 は 測 定 を 行 う こ と が で き る と い う こ と は 、 そ の 大 き な 利 点 と し て 、 ワ イ
ヤ ガ イ ド 、 カ テ ー テ ル 等 の マ ー カ シ ス テ ム の 開 発 を 惹 起 し た 。 マ ー キ ン グ の 別 の 用 途 は 、
臨 床 家 が 体 内 で の 器 具 の 相 対 運 動 を 確 認 で き る よ う に す る シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る
。 こ れ は 内 視 鏡 手 技 で も 有 用 で あ る こ と が 判 明 し て お り 、 か か る 内 視 鏡 手 技 で は 、 器 具 を
静 止 し た 位 置 に 維 持 し 、 又 は 別 の 構 成 要 素 の 相 対 運 動 を 検 出 す る こ と が 重 要 で あ る 。 一 例
と し て 、 交 換 用 ワ イ ヤ ガ イ ド が 挙 げ ら れ 、 こ の ガ イ ド ワ イ ヤ は 、 カ テ ー テ ル 又 は 他 の 器 具
を ワ イ ヤ ガ イ ド 上 で こ れ に 沿 っ て 前 進 さ せ 又 は 引 っ 込 め る と き に 、 位 置 が 変 わ っ て し ま う
傾 向 が あ る 。 内 視 鏡 を 用 い て こ れ ら 手 技 を 行 う 場 合 、 ワ イ ヤ ガ イ ド を 視 覚 化 す る の が よ く
、 し た が っ て 内 視 鏡 の 先 端 部 に 対 す る ワ イ ヤ ガ イ ド の 動 き を 確 認 す る マ ー キ ン グ の パ タ ー
ン は 、 器 具 の 正 し い 位 置 を 復 元 し 又 は 維 持 す る の に 役 立 ち 得 る 。 こ の 目 的 の た め に 螺 旋 マ
ー キ ン グ が 用 い ら れ て い る が 、 か か る シ ス テ ム で は 、 運 動 を 定 量 化 す る こ と が で き ず 、 又
、 体 内 で の 測 定 を 行 う こ と 、 例 え ば 管 又 は 血 管 内 の 狭 窄 部 又 は 病 変 部 の 長 さ を 測 定 す る こ
と は で き な い 。 マ ー キ ン グ の 目 盛 り 標 識 シ ス テ ム は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド 及 び 他 の 低 侵 襲 医 用 器
具 に つ い て 周 知 で あ る が 、 こ れ ら で は 、 相 対 距 離 を 求 め る の に ド ッ ト 、 バ ン ド 等 を 数 え る
と い う や り 方 を 利 用 し て い る Ｘ 線 透 視 法 又 は 他 の 測 定 方 法 、 即 ち 、 し ば し ば 、 困 難 で し か
も 不 正 確 な 測 定 方 法 が 必 要 と さ れ る の が 通 例 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
内 視 鏡 に よ る 交 換 用 ワ イ ヤ ガ イ ド 上 の 標 識 の 直 接 的 な 視 覚 化 は 幾 つ か の 利 点 を も た ら す が
、 例 え ば 或 る 治 療 部 位 、 例 え ば フ ァ ー タ ー 乳 頭 、 粘 液 及 び 他 の 物 質 へ の 接 近 の よ う な 手 技
は 、 視 野 を 覆 い 隠 す 場 合 が あ り 、 直 接 的 な 測 定 を 不 可 能 に す る 。 加 う る に 、 距 離 を 定 量 化
す る た め に 狭 窄 部 を 測 定 す る の に 有 用 な 交 換 用 ワ イ ヤ ガ イ ド は 、 内 視 鏡 下 に お け る ワ イ ヤ
ガ イ ド の 目 に 見 え る 領 域 が マ ー キ ン グ 相 互 間 の ギ ャ ッ プ に 一 致 し て い る 場 合 、 動 き を 識 別
す る の が 不 適 当 な 場 合 が あ る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド の 位 置 を 内 視 鏡 で モ ニ タ ー し て 解 剖 学 的 構 造
の 長 さ の 信 頼 性 が あ り 且 つ 正 確 な 測 定 を 可 能 に す る シ ス テ ム が 必 要 と さ れ て い る 。 も う １
つ の 望 ま し い 特 徴 は 、 正 確 な 測 定 機 能 と 、 器 具 を 静 止 状 態 に 維 持 す る の を 助 け る た め に 医
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療 手 技 中 に お け る 器 具 の 運 動 状 態 の 信 頼 性 の あ る 検 出 を 可 能 に す る シ ス テ ム と を 組 み 合 わ
せ る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
〔 発 明 の 概 要 〕
上 述 の 課 題 は 、 内 視 鏡 と 併 用 さ れ 、 患 者 の 体 内 で の 位 置 及 び （ 又 は ） 運 動 状 態 を 指 示 す る
多 く の 形 式 の 標 識 を 備 え た 交 換 用 ワ イ ヤ ガ イ ド の 例 示 の 実 施 形 態 で 解 決 さ れ 、 技 術 的 進 歩
が 達 成 さ れ る 。 本 発 明 で は 、 細 長 い 部 材 、 例 え ば ワ イ ヤ ガ イ ド 、 例 え ば 標 準 型 中 実 ニ チ ノ
ー ル コ ア 、 テ ー パ し 又 は コ イ ル 状 に な っ た ワ イ ヤ チ ッ プ 又 は 先 端 部 を 備 え た ポ リ マ ー 被 覆
交 換 用 ワ イ ヤ カ テ ー テ ル 、 又 は カ テ ー テ ル 、 或 い は 他 の 或 る 医 用 器 具 は 、 少 な く と も 部 分
的 に 直 接 観 察 又 は 内 視 鏡 に よ る 観 察 に よ り 目 に 見 え る 標 識 パ タ ー ン を 備 え て い る 。 標 識 パ
タ ー ン は 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム 及 び 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム か ら 成 る 。 第 １ の 標 識 シ ス テ ム は
、 細 長 い 部 材 の 固 定 さ れ た 基 準 位 置 、 例 え ば 遠 位 先 端 部 ま で の 特 定 の 距 離 を 一 意 的 に 識 別
す る 一 連 の 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ を 有 し て い る 。 こ れ ら 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ は 、 数 字 、
種 々 の 番 号 が 付 け ら れ た バ ン ド 、 ド ッ ト 等 、 或 い は ユ ニ ー ク な 標 識 の 他 の 或 る 形 態 か ら 成
る の が よ い 。 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム は 、 細 長 い 部 材 が こ れ が 収 納 さ れ て い る 内 視 鏡 に 対 し て
動 い て い る か ど う か の 内 視 鏡 医 又 は オ ペ レ ー タ に よ る 判 定 を 容 易 に す る こ と が で き る よ う
細 長 い 部 材 に 印 付 け ら れ 又 は こ の 中 へ 組 み 込 ま れ て い る 。 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム は 、 器 具 を
内 視 鏡 を 通 し て 見 る こ と に よ り 、 又 は 内 視 鏡 か ら 近 位 側 へ 延 び る 細 長 い 部 材 の 外 部 を モ ニ
タ ー す る こ と に よ り 長 手 方 向 に お け る 位 置 の ず れ 又 は シ フ ト を 検 出 す る こ と が で き る 斜 め
の 線 、 螺 旋 縞 、 密 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ た マ ー キ ン グ 又 は 別 の 標 識 パ タ ー ン を 有 す る の
が よ い 。 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム の 使 用 法 の 種 々 の 実 施 形 態 と し て は 、 内 視 鏡 に よ っ て 視 認 さ
れ る べ き 遠 位 部 分 に 斜 め 又 は 密 に 間 隔 を 置 い た マ ー キ ン グ を 設 け る こ と 、 マ ー キ ン グ を 細
長 い 部 材 の 近 位 部 分 の と こ ろ に 設 け て こ れ ら マ ー キ ン グ を 患 者 の 外 部 か ら 直 接 視 認 し て 相
対 運 動 を 確 認 で き る よ う に し 、 又 は 螺 旋 パ タ ー ン を 器 具 に 組 み 込 み 、 例 え ば 縞 付 き の ワ イ
ヤ ガ イ ド 被 膜 を 設 け 、 又 は ２ 色 カ テ ー テ ル を 同 時 押 出 加 工 す る よ う に す る こ と が 挙 げ ら れ
る 。 後 者 の 場 合 、 印 刷 さ れ た 目 盛 り 基 準 マ ー カ 、 バ ン ド 、 斜 め の 線 等 を 螺 旋 パ タ ー ン を 持
つ 器 具 の 表 面 上 に 印 刷 す る の が よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 別 の 特 徴 で は 、 数 字 に よ る 標 識 を ワ イ ヤ ガ イ ド の 遠 位 部 分 に 沿 っ て 選 択 さ れ た 間
隔 で 、 例 え ば １ ｃ ｍ ご と に 配 置 し 、 こ れ ら 標 識 が ワ イ ヤ ガ イ ド を 体 内 通 路 、 例 え ば 胃 腸 管
内 に 位 置 決 め し た 状 態 で 、 内 視 鏡 に よ り 視 認 で き る よ う に す る 。 数 字 は 有 利 に は 、 体 内 の
解 剖 学 的 特 徴 部 の 簡 単 且 つ 正 確 な 測 定 シ ス テ ム を 提 供 す る 。 数 字 標 識 は 任 意 的 に 、 こ れ よ
り も 大 き な 間 隔 、 例 え ば ５ ｃ ｍ ご と に 配 置 さ れ た 番 号 の 異 な る バ ン ド 又 は 他 の 数 字 で は な
い 標 識 と 組 み 合 わ さ れ る 。 本 発 明 の 標 識 パ タ ー ン を 交 換 用 ワ イ ヤ ガ イ ド に 適 用 す る と 、 こ
れ に よ り 、 補 助 器 具 又 は 器 械 を 導 入 す る ア ク セ サ リ チ ャ ネ ル を 備 え た 内 視 鏡 に 用 い ら れ る
と 、 解 剖 学 的 構 造 の 測 定 が 可 能 に な る 。 こ れ に よ り 、 別 個 の 測 定 器 具 は 不 要 に な る と 共 に
か か る 標 識 パ タ ー ン は 胆 管 狭 窄 部 の 長 さ を 測 定 す る 場 合 、 Ｅ Ｒ Ｃ Ｐ （ Ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｉ
ｃ  Ｒ ｅ ｔ ｒ ｏ ｇ ｒ ａ ｄ ｅ  Ｃ ｈ ｏ ｌ ａ ｎ ｇ ｉ ｏ ｐ ａ ｎ ｃ ｒ ｅ ａ ｔ ｏ ｇ ｒ ａ ｐ ｈ ｙ ： 内 視 鏡
的 逆 行 性 胆 道 膵 管 造 影 ） 法 に と っ て 特 に 有 用 に な る 。 Ｅ Ｒ Ｃ Ｐ 法 用 と し て 構 成 さ れ た 本 発
明 の 一 特 徴 で は 、 内 視 鏡 を 十 二 指 腸 の 中 へ 前 進 さ せ 、 次 に こ こ で ワ イ ヤ ガ イ ド を 内 視 鏡 の
遠 位 端 部 か ら フ ァ ー タ ー 乳 頭 内 へ 前 進 さ せ て 胆 管 系 に 接 近 す る 。 内 視 鏡 先 端 部 を 総 胆 管 内
へ 更 に 前 進 さ せ る と 、 そ の 結 果 免 疫 及 び （ 又 は ） 体 液 で オ ペ レ ー タ の 視 界 が 覆 い 隠 さ れ る
こ と が 多 い 。 こ の よ う に し な い で 、 内 視 鏡 の 先 端 部 は 、 視 認 性 が 優 れ て い る 十 二 指 腸 内 に
と ど ま る よ う に す る 。 狭 窄 部 の 測 定 の た め 、 遠 位 部 分 に 放 射 線 不 透 過 性 マ ー カ を 備 え た ワ
イ ヤ ガ イ ド を 、 こ れ が 狭 窄 部 を 横 切 る ま で 前 進 さ せ る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド 先 端 部 は 、 例 え ば ド
リ ュ ー ズ （ Ｄ ｒ ｅ ｗ ｅ ｓ ） 氏 に 付 与 さ れ た 米 国 特 許 第 ５ ， ３ ０ ０ ， ０ ４ ８ 号 明 細 書 に 開 示
さ れ て い る よ う な 方 法 で 、 先 端 部 を 構 成 す る エ ラ ス ト マ ー 材 料 に 放 射 線 不 透 過 性 物 質 、 例
え ば タ ン グ ス テ ン 又 は バ リ ウ ム 粉 末 を 入 れ る こ と に よ り 放 射 線 不 透 過 性 物 質 を 用 い て 、 或
い は 、 例 え ば 放 射 線 不 透 過 性 バ ン ド 又 は 収 縮 管 、 或 い は 浸 漬 材 料 を 塗 布 す る こ と に よ り 第
２ の 放 射 線 不 透 過 性 物 質 を 追 加 す る こ と に よ り 、 又 は 例 え ば プ ラ チ ナ コ イ ル を テ ー パ し た
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中 実 コ ア ワ イ ヤ 上 に 配 置 す る こ と に よ り ワ イ ヤ そ れ 自 体 を 放 射 線 不 透 過 性 に す る こ と に よ
り 、 目 に 見 え る よ う に す る 。 本 発 明 を ど の よ う に す れ ば 利 用 で き る か に つ い て の 一 例 で は
、 臨 床 医 は 、 内 視 鏡 を 用 い て ワ イ ヤ ガ イ ド の 数 値 で 表 さ れ る 位 置 を 求 め 、 次 に 放 射 線 不 透
過 性 先 端 部 が 狭 窄 部 の 近 位 側 境 界 部 を マ ー ク す る ま で ワ イ ヤ ガ イ ド を 引 き 抜 く 。 ワ イ ヤ ガ
イ ド に つ い て 観 察 さ れ た 値 の 差 を 計 算 す る こ と に よ り 、 狭 窄 部 の 長 さ が 得 ら れ る 。 こ の 知
識 は 、 次 に 行 う 治 療 、 例 え ば 胆 管 用 ス テ ン ト の 正 確 な 寸 法 決 め に 重 要 な 場 合 が あ る 。 狭 窄
部 を い っ た ん 測 定 す る と 、 ワ イ ヤ ガ イ ド を 定 位 置 に 維 持 し て 他 の 器 械 を 導 入 す る 交 換 用 ワ
イ ヤ と し て 役 立 つ よ う に す る の が よ い 。 任 意 的 に 、 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド
を か か る 交 換 中 、 静 止 状 態 に 維 持 す る 際 、 内 視 鏡 医 に と っ て 有 用 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
次 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 添 付 の 図 面 を 参 照 し て 例 示 と し て 説 明 す る 。
〔 詳 細 な 説 明 〕
図 １ ～ 図 ６ は 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム １ ２ 及 び 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ か ら 成 る 標 識 パ タ ー
ン １ １ を 備 え た ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ 又 は こ れ に 類 似 し た 細 長 い 部 材 を 有 す る 医 用 器 具 １ ０ を
示 し て お り 、 こ の 標 識 パ タ ー ン １ １ は 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム １ ２ を 用 い て 患 者 の 体 内 の 解
剖 学 的 構 造 を 測 定 す る と 共 に 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ を 用 い て ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 長 手 方
向 位 置 を 維 持 す る た め に ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ を 内 視 鏡 ２ ５ に 用 い る こ と が で き る よ う に す る
。 例 示 の 器 具 １ ０ は 好 ま し く は 、 例 え ば 長 さ が ４ ８ ０ ｃ ｍ 又 は ２ ６ ０ ｃ ｍ の 標 準 型 交 換 用
ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ を 有 し 、 こ の 交 換 用 ワ イ ヤ ガ イ ド は 、 例 え ば ニ チ ノ ー ル の よ う な 中 実 コ
ア ワ イ ヤ ５ ０ 及 び 図 ６ に 最 も よ く 示 さ れ て い る よ う に ワ イ ヤ 上 に 収 縮 包 装 さ れ た 例 え ば Ｐ
Ｅ Ｔ の よ う な 外 側 表 面 被 膜 ４ ２ を 備 え て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の Ｘ 線 透 視 に よ る 位 置 決
め を 助 け る た め 、 器 具 の 遠 位 部 分 は 、 単 一 の マ ー カ 、 複 数 の マ ー カ 、 又 は 長 さ が 数 ｃ ｍ （
例 え ば 、 遠 位 側 ５ ｃ ｍ ） の 延 長 さ れ た 放 射 線 不 透 過 性 領 域 と し て 放 射 性 マ ー カ 物 質 ２ １ を
有 し て い る 。 放 射 線 不 透 過 性 を も た ら す 別 の 方 法 と し て は 、 標 準 方 法 、 例 え ば 遠 位 側 プ ラ
チ ナ コ イ ル の 追 加 、 金 又 は 他 の 放 射 線 不 透 過 性 物 質 マ ー カ の 追 加 、 放 射 線 不 透 過 性 イ ン キ
の 使 用 、 コ ア ワ イ ヤ 上 に 設 け ら れ た 放 射 線 不 透 過 性 収 縮 包 装 又 は 管 、 例 え ば 放 射 線 不 透 過
性 ウ レ タ ン の 使 用 、 又 は 放 射 線 不 透 過 性 ポ リ マ ー 内 へ の ワ イ ヤ の 浸 漬 、 放 射 線 不 透 過 性 粉
末 、 例 え ば タ ン グ ス テ ン を 入 れ た ポ リ マ ー 先 端 部 、 例 え ば Ｐ Ｅ Ｂ Ａ Ｘ （ 登 録 商 標 ） の 取 り
付 け が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ は 、 内 視 鏡 の ア ク セ サ リ 又 は 作 業 チ ャ ネ ル ３ ０ か ら
少 な く と も 部 分 的 に 送 り 進 め ら れ る よ う 設 計 さ れ た 遠 位 部 分 ５ ３ を 有 し て お り 、 遠 位 部 分
５ ３ は 、 第 １ の 標 識 パ タ ー ン １ ２ 及 び 第 ２ の 標 識 パ タ ー ン １ ３ の う ち の 少 な く と も 一 方 を
有 し て い る 。 図 １ に 示 す 中 間 部 分 ５ １ が 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム を 有 す る 近 位 部 分 ５ １ に 対
し て 近 位 側 に 位 置 し て い る 。 標 識 パ タ ー ン １ １ の う ち の 一 部 、 例 え ば 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム
を 有 す る の が よ い 中 間 部 分 ５ １ は 大 部 分 が 、 手 技 の 大 部 分 の 間 、 内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル 内
に 位 置 し た ま ま で あ る 。 図 ６ に 示 す 近 位 部 分 ４ ０ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 残 部 を 構 成 し 、
内 視 鏡 の 作 業 チ ャ ネ ル の 外 部 に 実 質 的 に 位 置 し た ま ま で あ る よ う に な っ て い る 。 図 ６ の 例
示 の 実 施 形 態 で は 、 近 位 部 分 は 、 オ ペ レ ー タ が 直 接 的 な 観 察 に よ り 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ が
長 手 方 向 に 動 い て い る か ど う か を 一 層 よ く 判 定 す る の を 助 け る 螺 旋 縞 ７ ４ ， ７ ５ の 形 態 を
し た 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ の 一 部 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
図 １ ～ 図 ４ 及 び 図 ６ の 実 施 形 態 で は 、 標 識 パ タ ー ン １ １ は 、 第 １ の 標 識 パ タ ー ン １ ２ を 有
し 、 こ の 第 １ の 標 識 パ タ ー ン は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 位 置 の 目 視 識 別 を 可 能 に し 、 移 動 距
離 及 び 解 剖 学 的 構 造 の 長 さ を 定 量 化 す る 一 連 の ユ ニ ー ク な 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ ５ ９ を 有
し て い る 。 好 ま し く は 、 こ れ ら 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ ５ ９ は 、 距 離 を 測 定 す る 標 準 型 目 盛
り 増 分 に 相 当 し て い る （ 例 え ば 、 １ ｃ ｍ 、 ５ ｃ ｍ 、 １ ｍ ｍ 、 ０ ． １ イ ン チ 等 の 増 分 ） 。 目
盛 り 基 準 マ ー キ ン グ ５ ９ は 、 遠 位 先 端 部 ２ ０ ま で の 距 離 を 意 味 し 、 又 は 器 具 の 長 さ に 沿 う
他 の 或 る 箇 所 ま で の 距 離 を 意 味 す る 場 合 が あ る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 目 盛 り 基 準 ワ イ ヤ
ガ イ ド ５ ９ は 、 こ の 目 的 の た め に 数 字 に よ る 標 識 １ ４ を 有 し て い る 。 例 え ば 、 “ ８ ” の 目
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盛 り 基 準 マ ー キ ン グ ５ ９ は 、 マ ー ク が ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 遠 位 先 端 部 ２ ０ か ら ８ ｃ ｍ の と
こ ろ に 位 置 し て い る こ と を 示 し 、 或 い は 、 マ ー ク が ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 遠 位 部 分 ５ ３ 、 中
間 部 分 ５ １ 又 は 近 位 部 分 ４ ０ に 施 さ れ た 別 の 指 示 マ ー ク か ら ８ ｃ ｍ の と こ ろ に 位 置 し て い
る こ と を 示 し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
任 意 的 に 、 第 １ の 標 識 シ ス テ ム の 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ ５ ９ は 、 器 具 の 一 部 に 沿 っ て 一 定
間 隔 で 配 置 さ れ た １ 以 上 の ユ ニ ー ク な 連 続 し て 配 置 さ れ た 数 字 で な い マ ー キ ン グ 、 例 え ば
バ ン ド 又 は 帯 状 体 ４ １ を 有 す る の が よ い が 、 こ の よ う に す る か ど う か は 任 意 で あ る 。 バ ン
ド ４ １ は 、 放 射 線 不 透 過 性 で あ る の が よ い 別 個 の 材 料 と し て ワ イ ヤ ガ イ ド に 印 付 け ら れ 又
は 取 り 付 け ら れ る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 バ ン ド は 、 数 字 標 識 １ ４ に 追 加 の 第 ２ の 目 盛 り
標 識 シ ス テ ム を 与 え る よ う 本 数 が 増 え て （ 又 は 減 っ て ） い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ が 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 相 対 運 動 を 確 認 す る の に 役 立 つ よ う 設 け
ら れ て い る 。 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ は 、 マ ー キ ン グ の 組 合 せ 又 は 形 態 の 構 造 的 特 徴 を 有
す る の が よ く 、 し た が っ て オ ペ レ ー タ は 図 ４ に 示 す よ う に 内 視 鏡 ２ ５ を 通 し て 第 ２ の 標 識
シ ス テ ム １ ３ の 一 部 を 容 易 に 識 別 し て 医 用 器 具 １ ０ 、 例 え ば ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ が 内 視 鏡 に
対 し て 長 手 方 向 に 動 い て い る か ど う か を 判 定 す る こ と が で き る よ う に な っ て い る 。 こ れ は
、 器 具 に １ 以 上 の 螺 旋 又 は 直 交 マ ー キ ン グ 又 は コ ン ポ ー ネ ン ト を 追 加 す る こ と に よ り 最 も
よ く 達 成 で き る が 、 こ れ は 、 密 に 間 隔 を 置 い た 一 連 の マ ー キ ン グ に よ っ て 達 成 し て も よ く
、 そ れ に よ り 少 な く と も ２ つ の 隣 り 合 う マ ー ク が 常 時 内 視 鏡 の 視 野 に 入 る 。 加 う る に 、 こ
れ ら 密 に 間 隔 を 置 い た マ ー キ ン グ そ れ 自 体 を そ れ 以 上 の 視 覚 的 な き っ か け と し て ワ イ ヤ の
周 り に 円 周 方 向 に 螺 旋 状 に す る の が よ い 。 螺 旋 又 は 直 交 マ ー キ ン グ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド が 送
り 進 め ら れ 又 は 引 っ 込 め ら れ て い る と き 、 マ ー ク 又 は マ ー キ ン グ が 円 周 方 向 及 び 長 手 方 向
に 動 く よ う に 見 え る の で 特 に 効 果 的 で あ る 。 図 １ ～ 図 ６ の 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 標
識 シ ス テ ム １ ３ は 、 一 連 の マ ー キ ン グ 、 例 え ば 直 交 線 １ ５ 、 螺 旋 縞 ２ ３ 又 は 円 周 方 向 マ ー
ク を 有 し 、 内 視 鏡 に よ り ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ 上 で 見 る こ と が で き 、 そ れ に よ り オ ペ レ ー タ は
器 具 を 定 位 置 に 維 持 し 又 は 運 動 方 向 を 確 認 で き る よ う に な る 。 図 示 の 実 施 形 態 で は 、 目 盛
り 標 識 １ ２ 及 び 運 動 状 態 用 の 第 ２ の 標 識 １ ３ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド の 外 側 被 膜 ４ ２ 上 に イ ン キ
で 印 刷 さ れ 、 こ れ は 、 ポ リ マ ー 材 料 、 例 え ば Ｐ Ｅ Ｔ 又 は 別 の 適 当 な 材 料 で あ る 。 た だ し 、
医 用 器 具 に 印 付 け 又 は マ ー キ ン グ す る 他 の 周 知 の 方 法 を 利 用 し て も よ い 。 任 意 的 に 、 ワ イ
ヤ ガ イ ド の 部 分 ４ ０ ， ５ １ ， ５ ３ の 外 側 被 膜 ４ ２ は 、 互 い に 異 な る 材 料 か ら 成 る こ と が で
き る 。 例 え ば 、 遠 位 部 分 ５ ３ は 、 Ｐ Ｅ Ｔ 被 膜 を 有 す る の が よ く 、 こ れ は 印 刷 に よ り 適 し て
お り 、 他 方 、 中 間 部 分 ５ １ 及 び （ 又 は ） 近 位 部 分 ４ ０ を Ｐ Ｔ Ｆ Ｅ で 作 る の が よ く 、 こ れ は
印 刷 が よ り 困 難 で あ る 。 別 の 実 施 形 態 で は 、 器 具 の 遠 位 部 分 ５ ３ の 最 も 遠 位 側 に 位 置 す る
部 分 、 例 え ば ５ ｃ ｍ 分 が 、 別 個 の 先 端 部 、 例 え ば Ｐ Ｅ Ｂ Ａ Ｘ （ 登 録 商 標 ） に 放 射 線 不 透 過
性 粉 末 、 例 え ば タ ン グ ス テ ン を 入 れ て 形 成 し た 別 個 の 先 端 部 に く っ つ く こ と に よ り 有 利 に
は 放 射 線 不 透 過 性 に な る 。 一 実 施 形 態 で は 、 先 端 部 は 、 肩 を 有 し て い て 、 先 端 部 と 肩 の 上
に 位 置 す る 外 側 ポ リ マ ー 被 膜 ４ ２ と の 間 に は ス ム ー ズ な 移 行 部 が 生 じ る よ う に な っ て い る
。 先 端 部 は 、 シ ア ノ ア ク リ レ ー ト 又 は 別 の 適 当 な 接 着 剤 に よ り コ ア ワ イ ヤ ５ ０ （ 図 ６ に 示
す ） の テ ー パ 部 分 ４ ８ に 接 着 さ れ る 。 加 う る に 、 第 １ の 標 識 １ ２ 又 は 第 ２ の 標 識 １ ３ の 変
形 例 が 、 図 ６ に 示 さ れ て お り 、 こ れ は 遠 位 部 分 ５ ３ 内 の コ ア ワ イ ヤ ５ ０ に 付 着 さ れ た 放 射
線 不 透 過 性 マ ー ク 、 例 え ば 放 射 線 不 透 過 性 管 ４ ９ （ 例 え ば 、 放 射 線 不 透 過 性 ウ レ タ ン ） を
有 し 、 被 膜 ４ ２ が こ の 上 に 施 さ れ て い る 。 図 示 の よ う に 、 放 射 線 不 透 過 性 管 ４ ９ は 、 長 さ
を 求 め る た め の 既 知 の 目 盛 り に 相 当 す る 一 定 の 間 隔 （ 例 え ば 、 ５ ｃ ｍ 間 隔 ） で 一 連 の 放 射
線 不 透 過 性 標 識 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
図 １ に 示 す 例 示 の 実 施 形 態 で は 、 遠 位 部 分 ５ ３ 上 の 標 識 パ タ ー ン １ １ は 、 数 字 標 識 １ ４ 及
び 異 な る 番 号 の 付 け ら れ た バ ン ド か ら 成 る 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ ５ ９ と 斜 め の マ ー キ ン グ
１ ５ を 有 す る 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ の 組 合 せ か ら 成 っ て い る 。 単 一 の バ ン ド ４ １ を 有 す
る 第 １ の 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ １ ７ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 遠 位 先 端 部 ２ ０ か ら ５ ｃ ｍ の
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と こ ろ に 位 置 し 、 ２ つ の 隣 り 合 う バ ン ド を 有 す る 第 ２ の 基 準 マ ー キ ン グ １ ８ は 、 遠 位 先 端
部 ２ ０ か ら １ ０ ｃ ｍ の と こ ろ に 位 置 し て い る 。 ３ つ の バ ン ド を 有 す る 第 ３ の 基 準 マ ー キ ン
グ １ ９ は 、 遠 位 先 端 部 ２ ０ か ら １ ５ ｃ ｍ の と こ ろ に 設 け ら れ て い る 。 当 然 の こ と な が ら 、
一 連 の バ ン ド は 、 長 い 遠 位 部 分 ５ ３ に つ い て こ の よ う に 続 い て 設 け ら れ た も の で あ る の が
よ い 。 一 連 の バ ン ド １ ７ ， １ ８ ， １ ９ 相 互 間 に は 、 図 示 の よ う に 数 字 標 識 １ ４ が 設 け ら れ
て い る が 、 こ れ ら は 、 任 意 的 に 、 ５ ｃ ｍ の バ ン ド 相 互 間 に １ ｃ ｍ 刻 み に ユ ニ ー ク と い う わ
け で は な い 中 間 マ ー キ ン グ 、 例 え ば 単 一 の 線 を 有 す る の が よ い 。 標 識 １ ２ ， ４ １ 相 互 間 に
は 、 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ が 設 け ら れ 、 こ の 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド の 存
否 及 び そ の 運 動 方 向 を 確 か め る の を 助 け る ４ 本 の 直 交 線 １ ５ を 有 し て い る 。 図 示 の 実 施 形
態 の 符 号 の ４ ５ で 示 す １ ｃ ｍ ご と に 、 直 交 線 １ ５ の 方 向 は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド の 位 置 を 確 認 す
る た め の 一 層 の 視 覚 的 補 助 手 段 と し て 逆 向 き に な っ て い る 。 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 周 囲 の 周
り に 追 加 の 覆 い を 提 供 す る た め 、 同 一 の 標 識 パ タ ー ン １ １ を 互 い に 対 し て １ ８ ０ ° の と こ
ろ に 印 刷 す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 ２ に 示 す 実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド 表 面 ４ ２ の 周 り に ぐ
る り と 延 び る 螺 旋 縞 ２ ３ を 有 し て い る 。 図 ３ は 、 更 に 別 の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 か か る
実 施 形 態 で は 、 第 ２ の 標 識 パ タ ー ン １ ３ は 、 運 動 を 確 認 す る た め の 一 連 の 円 周 方 向 マ ー キ
ン グ ２ ４ を 有 し て い る 。 理 想 的 に は 、 こ れ ら マ ー キ ン グ は 、 密 に 間 隔 を 置 い て 設 け ら れ 、
少 な く と も １ つ が 常 時 内 視 鏡 の 視 認 領 域 内 に 入 る よ う に す る 。 第 １ 及 び 第 ２ の 標 識 シ ス テ
ム を 機 能 的 に 組 み 合 わ せ る こ と が で き る と い う こ と は 注 目 さ れ る べ き で あ る 。 目 盛 り 基 準
マ ー キ ン グ を 有 す る 第 １ の 標 識 シ ス テ ム １ ２ は 、 増 分 を 最 小 限 に 抑 え （ 例 え ば 、 １ ｃ ｍ 未
満 ） 、 目 盛 り 基 準 マ ー キ ン グ が 相 対 運 動 を 指 示 す る た め の 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ と し て
機 能 す る よ う 長 手 方 向 に 圧 縮 可 能 で あ る 。 一 例 と し て 、 １ ｍ ｍ 又 は ５ ｍ ｍ の 増 分 の と こ ろ
の 数 字 標 識 １ ４ に よ り 、 多 数 の 基 準 マ ー キ ン グ ５ ９ が 常 時 視 野 内 に 位 置 し 、 運 動 を 目 で 見
て 検 出 す る の が 容 易 で あ る よ う に す る こ と が 挙 げ ら れ る 。 加 う る に 、 こ れ ら 数 字 標 識 １ ４
を 、 運 動 状 態 を 一 層 よ く 指 示 す る よ う 螺 旋 状 に 好 ま し く は 多 数 の 一 連 の 螺 旋 体 を な し て 配
置 す る の が よ い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 １ の 実 施 形 態 の １ ５ ｃ ｍ 遠 位 部 分 ４ ６ を 、 も し ワ イ ヤ ガ イ ド が 管 又 は 血 管 内 へ 深 く 侵 入
す る こ と が 必 要 で あ れ ば 、 例 え ば ２ ５ ｃ ｍ ま で 延 長 さ せ る の が よ い 。 加 う る に 、 図 示 の ワ
イ ヤ ガ イ ド の 近 位 部 分 ４ ０ （ 標 識 １ ２ ， １ ４ ， ４ １ の 近 位 側 の 部 分 ） は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド 表
面 ４ ２ 上 に 印 付 け ら れ る 任 意 的 な 螺 旋 縞 ２ ３ を 有 し 、 か か る 縞 は 、 内 視 鏡 か ら 近 位 側 へ 延
び る 部 分 を 見 る こ と に よ り 器 具 の 運 動 状 態 を 確 認 す る の に 役 立 つ 。 図 ６ は 、 第 ２ の 標 識 シ
ス テ ム １ ３ の 実 施 形 態 を 示 し て お り 、 か か る 実 施 形 態 で は 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 外 側 被 膜
４ ２ は 、 螺 旋 縞 を 有 し 、 そ れ に よ り 第 １ 及 び 第 ２ の 互 い に コ ン ト ラ ス ト を な す 色 ７ ４ ， ７
５ が ワ イ ヤ ガ イ ド の 長 さ に 沿 っ て 下 方 へ 交 互 に 螺 旋 を 描 き 、 そ れ に よ り 器 具 の 相 対 運 動 の
識 別 に 役 立 つ 別 の 視 覚 的 な き っ か け を 与 え て い る 。 こ の 標 識 パ タ ー ン は 又 、 図 ６ に 示 す よ
う に 第 １ の 標 識 シ ス テ ム １ ２ に 又 は 別 形 式 の 第 ２ の 標 識 シ ス テ ム １ ３ 、 例 え ば 印 刷 直 交 マ
ー キ ン グ １ ５ に も 用 い る こ と が で き る 。 外 側 ポ リ マ ー 被 膜 ４ ２ を 備 え て い な い コ イ ル 状 ワ
イ ヤ ガ イ ド で は 、 例 え ば 別 の 色 の 視 覚 的 に 識 別 可 能 な 螺 旋 コ イ ル 状 ワ イ ヤ を 第 ２ の 標 識 シ
ス テ ム １ ２ と し て 用 い る と 、 特 に マ ル チ フ ィ ラ メ ン ト コ イ ル 状 ワ イ ヤ を 備 え た ワ イ ヤ ガ イ
ド に お い て 相 対 運 動 を 識 別 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
図 ４ 及 び 図 ５ は 、 内 視 鏡 ２ ５ に 用 い ら れ て い る 本 発 明 の ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ を 示 し て い る 。
図 ４ で は 、 標 識 パ タ ー ン １ １ を 備 え た ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ が 、 所 望 の 箇 所 に 位 置 決 め さ れ 、
こ の 箇 所 で は 、 数 値 １ ４ を 光 源 ２ ６ の 照 明 下 に お い て カ メ ラ レ ン ズ ２ ７ を 通 し て 読 み 取 る
こ と が で き る 。 例 え ば カ テ ー テ ル の 交 換 中 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 安 定 し た 位 置 を 維 持 す る
こ と が 望 ま し い 場 合 、 直 交 線 １ ５ は 、 ワ イ ヤ が 動 い て い る か ど う か 、 そ し て ど の 方 向 で あ
る か を 確 認 す る 手 段 と な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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次 に 、 図 ５ を 説 明 に 加 え る と 、 図 示 の ワ イ ヤ ガ イ ド は 、 例 え ば 胆 管 系 内 の 総 胆 管 ３ ３ 又 は
別 の 部 位 、 例 え ば 膵 管 ３ ５ 内 の 狭 窄 部 ３ ４ を 測 定 す る た め に 特 に Ｅ Ｒ Ｃ Ｐ 法 で 有 用 で あ る
。 内 視 鏡 ２ ５ を ま ず 最 初 に 、 胆 管 系 の 入 口 で あ る フ ァ ー タ ー 乳 頭 ３ ２ に 通 じ る 十 二 指 腸 内
へ 下 方 に 送 り 進 め る 。 次 に 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ を 内 視 鏡 ２ ５ の ア ク セ サ リ チ ャ ネ ル ３ ０ か
ら 前 進 さ せ る 。 内 視 鏡 ２ ５ の エ レ ベ ー タ ２ ８ を 、 ワ イ ヤ ガ イ ド を 内 視 鏡 の 側 開 口 部 ２ ９ か
ら 側 方 へ 逸 ら す よ う 位 置 決 め し 、 そ れ に よ り 管 を 通 る 狭 窄 部 ３ ４ へ の 前 進 を 容 易 に す る 。
ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ の 先 端 部 ２ ０ が 放 射 線 不 透 過 性 コ ン ポ ー ネ ン ト ２ １ を 備 え て い る 状 態 で
、 器 具 を Ｘ 線 透 視 下 に お い て 狭 窄 部 ３ ４ の 遠 位 箇 所 ３ ７ （ フ ァ ー タ ー 乳 頭 ３ ２ か ら 最 も 遠
く に 位 置 す る 箇 所 ） に 案 内 す る 。 こ の 時 点 で 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ に 印 付 け ら れ て い る 数 値
１ ４ を 図 ４ に 示 す よ う に 内 視 鏡 ２ ５ の カ メ ラ レ ン ズ ２ ７ を 通 し て 読 み 取 る 。 第 １ の 値 を 求
め た 後 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ を 、 放 射 線 不 透 過 性 先 端 部 ２ １ が 狭 窄 部 ３ ４ の 近 位 箇 所 ３ ８ （
フ ァ ー タ ー 乳 頭 ３ ２ か ら 最 も 近 く に 位 置 す る 箇 所 ） に 一 致 す る ま で 引 き 抜 く 。 こ の 時 点 に
お い て 、 ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ を 内 視 鏡 で 再 び 読 み 取 り 、 差 を 計 算 し て 狭 窄 部 ３ ４ の 長 さ を 求
め る 。 測 定 に 続 き 、 カ テ ー テ ル ２ 又 は 他 の 器 具 を 同 一 の ワ イ ヤ ガ イ ド １ ６ 上 で こ れ に 沿 っ
て 前 進 さ せ る こ と が で き 、 こ れ は 別 の 器 具 の 交 換 を 容 易 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
例 示 の 実 施 形 態 は 、 標 識 を 備 え た ワ イ ヤ ガ イ ド を 有 し て い る が 、 本 明 細 書 で 説 明 し た 標 識
パ タ ー ン を 内 視 鏡 に 用 い ら れ る 細 長 い 医 用 器 具 、 例 え ば カ テ ー テ ル 、 括 約 筋 切 開 刀 、 又 は
他 の 関 連 器 具 に 適 用 で き る こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】
本 発 明 の 例 示 の 実 施 形 態 の 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】
本 発 明 の 追 加 の 実 施 形 態 の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】
本 発 明 の 追 加 の 実 施 形 態 の 拡 大 側 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】
内 視 鏡 に 用 い ら れ て い る 図 １ の 実 施 形 態 の 拡 大 絵 画 図 で あ る 。
【 図 ５ 】
生 体 中 に 用 い ら れ て い る 器 具 の 生 体 内 に 用 い ら れ て い る 器 具 の 図 で あ る 。
【 図 ６ 】
本 発 明 の 別 の 変 形 実 施 形 態 の 部 分 断 面 側 面 図 で あ る 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
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【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-515298 A 2004.5.27



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-515298 A 2004.5.27



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31) JP 2004-515298 A 2004.5.27



フロントページの続き

(74)代理人  100074228
            弁理士　今城　俊夫
(74)代理人  100084009
            弁理士　小川　信夫
(74)代理人  100082821
            弁理士　村社　厚夫
(74)代理人  100086771
            弁理士　西島　孝喜
(74)代理人  100084663
            弁理士　箱田　篤
(72)発明者  ホランド　タミシャ　エイ
            アメリカ合衆国　ノースカロライナ州　２７１０４　ウィンストン－セイラム　ブルックフォード
            　プレイス　コート　１２３
(72)発明者  ホーキンス　メルヴィン　ケム
            アメリカ合衆国　インディアナ州　４７４０１　ブルーミントン　グラン　ヘイヴン　ドライヴ　
            ４０８４
(72)発明者  カーピール　ジョン　エイ
            アメリカ合衆国　ノースカロライナ州　２７１０６　ウィンストン－セイラム　フリートウッド　
            サークル　４８８０
Ｆターム(参考) 4C061 GG24  JJ17 

【要約の続き】
動の検出を助ける。

(32) JP 2004-515298 A 2004.5.27



专利名称(译) <无法获取翻译>

公开(公告)号 JP2004515298A5 公开(公告)日 2007-06-28

申请号 JP2002549131 申请日 2000-07-13

[标]申请(专利权)人(译) 威尔逊库克医疗公司

申请(专利权)人(译) 威尔逊 - 库克医疗公司

[标]发明人 ホランドタミシャエイ
ホーキンスメルヴィンケム
カーピールジョンエイ

发明人 ホランド タミシャ エイ
ホーキンス メルヴィン ケム
カーピール ジョン エイ

IPC分类号 A61B1/00

CPC分类号 A61M25/09 A61B5/1076 A61M25/0108 A61M2025/0008

FI分类号 A61B1/00.320.A

F-TERM分类号 4C061/GG24 4C061/JJ17

代理人(译) 中村稔
小川伸男
西岛隆义

其他公开文献 JP4612275B2
JP2004515298A

摘要(译)

本发明涉及在内窥镜检查过程中使用的细长构件，例如导线器。 在本发
明的一个方面，细长构件具有第一标记系统，该标记系统以规则的间隔
（1cm）设置在细长构件的远端，以在身体通道内提供结构。 它具有刻
度参考标记，包括可进行测量的数字标记，按顺序增加的标记等。 在一
个示例中，在远侧部分上具有不透射线的标记的替换导线引导器在荧光
检查下位于第一位置处，例如在结构的远侧部分处，以提供内窥镜的观
察区域。 阅读可见导线指南上的刻度基准标记。 线引导器被部分地撤
回，使得标记对应于第二位置（例如，靠近狭窄处），并且读取新的刻
度基准标记。 计算差异以确定结构的长度。 在本发明的第二方面，提供
了第二标记系统以协助内窥镜医师将器械保持在适当位置。 这些标记
（例如对角线标记，螺旋条纹或其他紧密间隔的标记或图案）有助于检
测仪器的纵向运动。
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